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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０２０年 ２月 後援会 HP> http：//uraek.news.coocan.jp/

「桜を見る会」疑惑、カジノ汚職など昨年から噴出す

る疑惑から安倍政権は逃げ回っています。 通常国会が

２７日から始まりましたが、野党からの追及に詭弁を弄

し、疑惑の説明責任を果たさず、まともな反省の言葉も

ない不誠実な姿勢に終始しています。「嘘」「隠ぺい」

「改ざん」が常態化する安倍政権、もう国民はうんざり

しています。巷では、今年の秋頃に、解散・総選挙が行

われるのではと噂されています。今度こそ、市民と野党

の共闘で、“安倍政治”を終わりにしましょう！

衆院代表質問（１/２３）で日本共産党の志位委員長は、

「桜を見る会」の三つの問題点をただしました。

第一は、首相が国民の血税を使い、地元有権者を招待

し買収していた、という疑惑。

第二は、悪徳商法で悪名をはせていたジャパンライフ

の山口会長を、安倍首相の推薦で招待し、被害を拡げた

疑惑。

第三は、公文書管理に関する法律や規則に違反して、

安倍政権以降の招待者名簿（２０１３～１７年）を廃棄

していたこと。

これらに対して首相は“指摘は当たらない”などと逃

げの答弁に終始しました。

カジノ汚職でも首相は“事件とカジノは別だ”と、カ

ジノの実施に“暴走”しています。

■「桜」疑惑・カジノ汚職

安倍首相の不誠実さ極まる

安倍首相は、通常国会の施政方針演説で「全世代型社

会保障」の名で、７５歳以上の医療費窓口負担の倍増(１

から２割)などを打ち出しました。昨年、「社会保障のた

め」といって消費税の１０％増税を強行しながら、実際

にやろうとしているのは、「全世代」を対象にした社会保

障の切り捨てなのです。

■ 今度の選挙で“安倍政治”もう終わりに！

先日、昼のワイドショーで、安倍首相と親しい政治ジ

ャーナリストが、「安倍首相はオリンピック後に退陣、そ

の後自民党の総裁選が行われ、そして解散総選挙となる」

と、実しやかに予想を語っていました。その後、某週刊

誌にも「安倍退陣」の記事が掲載されていました。

政治モラルの崩壊、内政・外交の

行き詰まりなど、安倍政権にこの国

の舵取りをする資格はありません。

市民と野党共闘の力で“安倍政治”

を、もう終わらせましょう！

■「全世代型社会保障」

の正体は「全世代」を切り捨て

■ 新浦安駅前広場で訴える浅野ふみ子

衆院千葉５区予定候補と美勢市議

2 ．２２(土)
【開場 午後 ２時、開会 午後 ２時３０分】

<中央公民館(2F)視聴覚室>（参加無料）

■講師

日本共産党准中央委員 浅野ふみ子
浦安市議会議員 美勢 麻里

●連絡先 元木 ３５５－８５２６
松木 ３５４－９２１２

＜安倍政権が進める「全世代型」の負担増、給付削減＞

医 療

介 護

年 金

７５歳以上の窓口負担を１割から２割に倍増（一定
所得以上）。

年金月１０万～１２．９万円の施設入所者の食費負
担を月２．２万円値上げ。

マクロ経済スライドを現在３７～３８歳の人の年金
受給時まで実施。基礎年金を約３割、７兆円カット。
最も被害を受けるのは若い世代。

(しんぶん赤旗日曜版 ２月２日号より)

安倍政治
退陣！
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「花ばぁば」は日・中・韓での共同刊行の絵本で、2018 年

やっと出版されました。構想から 12 年、韓・中より 10 年近

くも遅れての出版です。日本では右翼の妨害を恐れる出版社に

引き受けてもらえなかったのです。そんな中、市民たちや絵本

作家のひたむきな努力に応え「命がけで」出版を引き受ける良

心的な出版社が現れました。絵本は初めて刊行という小さな出

版社でした。

2006 年、日本の絵本作家田島征三さんの呼びかけで日・中・

韓の絵本作家 12 人が集まり「日・中・韓平和絵本プロジェク

ト」を結成、それぞれが平和の絵本を 1 冊ずつ刊行することを

決めました。

この「花ばぁば」は、従軍慰安婦だった女性を韓国の絵本作

家でプロジェクトメンバーのクォン・ユンドクさんが取材をも

とに書き上げたものです。クォンさんは、戦時性暴力被害者の

証言について「慰安婦だった事実を証明する資料である以前に、

事実を明らかにすることで証言者自身が生まれ変わる過程であ

る。」と言っています。作品を描くにあたってのクォンさんの基

本的な考えのように思います。是非多くの方に購入して読んで

ほしい 1 冊です。

今、日韓関係は最悪と言う人がいますが、私はその考えに疑

問を持っています。絵本プロジェクトのメンバーのように草の

根で平和のための長年にわたり交流をしている人達が様々な分

野に大勢います。そして日々積み上げてきた数々の小さな力の

底力だと思うからです。この機会に絵本「花ばぁば」はもとよ

り、絵本プロジェクトのメンバーの絵本を多くの人に手にして

欲しいと願っています。

（ 齊 當 ）

＜絵本プロジェクトメンバーの絵本＞

〇『ぼくのこえきこえますか』 田島征三

〇『平和ってどんなこと？』 浜田圭子

〇『くつがいく』 和歌山静子

〇『さくら』 田畑精一

〇『京劇が消えた日』 姚紅（中国）

〇『非武装地帯に春がくると』イ・オクベ（韓国）

〇『父さんたちが生きた日々』岑龍（中国）

〇『春姫という名前の赤ちゃん』ピョン・キジャ（韓国）

他に 2 冊刊行

★…☆絵本「花ばぁば」の紹介☆…★…★☆


